
未踏峰 登頂。岐阜大学山岳部
PICK UP!! 未踏峰 Ziya Madin（ジヤ・マディン）峰

4112m北緯 27度44分02.9 秒

東経 97度00分57.2 秒

2011年12月28日。岐阜大学山岳部の遠征隊が、ミャンマーの未踏峰ジヤ・マディ
ン峰（標高4,112m）に初登頂。1994年以来となる海外遠征の成功は、廃部寸前
にまで追い込まれていた山岳部復活のスタートでもあった。その歴史的な未踏峰
への挑戦と山岳部の今後についてお話を伺った。

過
酷
な
試
練
が
続
い
た
、

山
頂
へ
の
道
の
り
。

―
遠
征
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
？

伊
藤
　
僕
と
森
く
ん
、
藤
井
先
生
と

O
B
の
鰐
部
隆
義
さ
ん
の
4
名
で

す
。

藤
井　

私
と
鰐
部
く
ん
は
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ（
標
高
2
4
0
0
m
地
点
）

に
残
り
、
山
岳
部
員
の
2
名
が
山
頂

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

―
こ
の
挑
戦
で
、苦
労
し
た
こ
と

は
？

伊
藤　

目
標
に
し
て
い
た
4
3
2
0m

の
山
が
実
際
に
は
存
在
し
な
い
こ

と
が
直
前
に
な
っ
て
判
明
し
、
現
地

入
り
し
て
か
ら
変
更
す
る
な
ど
バ

タ
バ
タ
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

藤
井　

未
踏
な
の
で
も
ち
ろ
ん
地
図

は
な
く
、
衛
星
写
真
を
繋
ぎ
あ
わ
せ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図
を
作
り
ま
し

た
。
な
の
で
、
直
前
に
な
っ
て
「
こ

の
道
が
違
う
」と
か
大
変
で
し
た
ね
。

と
に
か
く
情
報
が
少
な
い
の
で
試
行

錯
誤
で
し
た
。

森　

下
痢
も
大
変
で
し
た
ね
。
山

に
入
る
直
前
か
ら
3
〜
4
日
続
き
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
頃
よ

う
や
く
治
っ
て
。

伊
藤　

そ
う
そ
う
、
首
か
ら
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
ぶ
ら
下
げ
る
く

ら
い
ひ
ど
か
っ
た（
笑
）食
欲
が
あ
っ

た
の
が
救
い
で
し
た
ね
。

森　

道
の
な
い
渓
谷
の
川
を
歩
い

た
り
、
5
m
先
も
見
え
な
い
状
態

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
歩
い
た
り
、
ハ
ン

タ
ー
で
も
あ
っ
た
ポ
ー
タ
ー
に
は
道

案
内
で
も
随
分
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

―
山
頂
へ
の
ア
タ
ッ
ク
で
は
厳
し

い
決
断
を
迫
ら
れ
た
の
で
は
？

伊
藤　

天
候
が
崩
れ
は
じ
め
て
い
た

の
で
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、
28
日
午
前

7
時
に
山
頂
ア
タ
ッ
ク
を
開
始
し
ま

し
た
。

森　

衛
星
写
真
と
状
況
が
違
っ
た

た
め
、
イ
ン
ド
側
に
迂
回
す
る
な
ど

岐
大
山
岳
部
を
復
活
さ
せ
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
未
踏
峰
へ
の
挑
戦
。

工学部3年
伊藤 翼
山岳部主将。父の影響で幼
い頃から山登りを経験。今回、
未踏峰の山頂に立った。

応用生物科学部3年
森 脩祐
山岳部員。登山を始めたの
は大学から。キャリア2年で
未踏峰へ挑んだ。

岐阜大学名誉教授
藤井 洋
山岳部前顧問。2003年に
退職後も、山岳部の指導と
支援に尽力している。

山岳部復活

　

2
0
1
1
年
12
月
17
日
に
出
発
し
た
遠
征
隊
。
プ
ー
タ
オ
か
ら
奥
地
へ

入
っ
て
頂
上
を
目
指
し
、
12
月
28
日
14
時
05
分
に
見
事
登
頂
に
成
功
し
、

２
０
１
２
年
１
月
11
日
に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　

山
岳
部
O
B
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
の
ご
助
力
も
あ
り
、
無
事

に
帰
国
し
て
き
た
山
岳
部
の
伊
藤
さ
ん
と
森
さ
ん
。
大
き
な
経
験
を
つ
ん

だ
彼
ら
が
牽
引
す
る
今
後
の
山
岳
部
の
活
動
に
目
が
離
せ
な
い
。
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アッパーシャンガン（12月21日発）

ワサンダン（12月21日着）

ジアーダン（最北の集落：12月22日着）

リバーキャンプ１（12月23日～24日）

リバーキャンプ２（12月24日～25日）

リバーキャンプ３（12月25日～26日）

ベースキャンプ（12月26日～29日）

スノーラインキャンプ（12月26日～27日）

アタックキャンプ

未踏峰Ziya Madin山頂　　　　　　　　　

インド

ミャンマー

21日  キャラバン16km
ポーター18人の大部隊
アッパーシャンガンから峠1400mを越えワサンダン

22日  キャラバン20km
ワサンダンから最北の集落ジアーダン

23日  リバーキャンプ1
遡行 徒渉  

24日  リバーキャンプ2
遡行 徒渉

25日  リバーキャンプ3
遡行 徒渉

26日 ガリー
リバーエンドキャンプ
本隊からアタック隊別行動

27日  ガリー
アタックキャンプ
夕方より雪

28日  山頂にむけてアタック
稜線をインド（中国）側から
14時5分山頂  25分下山開始

山頂のGPSによる座標
北緯 27度44分02.9秒
東経 97度00分57.2秒

17時25分 AC下山完了
17時45分 ベースキャンプへ登頂成功を銃声で報せる

29日  ベースキャンプ本隊へ合流  来た道を引き返す

ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
、
両
側
が
絶
壁
の
稜
線
を
歩
い
た

り
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
道
の
り
で

本
当
に
不
安
で
し
た
。

―
森
さ
ん
は
登
頂
を
断
念
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
…
。

森　

13
時
15
分
、残
り
標
高
1
5
0m

と
い
う
と
こ
ろ
で
断
念
し
ま
し
た
。

体
力
が
限
界
で
し
た
し
、
技
術
的
に

も
難
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

無
理
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

伊
藤　

離
れ
て
行
動
す
る
の
は
危

険
な
の
で
苦
渋
の
選
択
で
し
た
が
、

ポ
ー
タ
ー
も
2
名
い
た
の
で
、
登
頂

と
下
山
の
2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
ま
し

た
。
森
く
ん
の
こ
と
も
心
配
だ
っ
た

し
、
一
人
で
山
頂
を
め
ざ
す
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
く
れ
た
O
B
の
期
待
を
裏
切
れ

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
後
押
し
さ

れ
ま
し
た
ね
。

―
そ
し
て
14
時
5
分
、
登
頂
に

成
功
。
そ
の
瞬
間
の
お
気
持
ち
は
？

伊
藤　

達
成
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
「
懸
垂
下
降
で
滑
落
し
な
い

か
」「
ま
た
あ
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を

歩
く
の
か
」
と
下
山
に
つ
い
て
考
え

る
冷
静
な
自
分
も
い
ま
し
た
。

―
無
事
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

戻
っ
た
時
の
心
境
は
？

伊
藤　

よ
う
や
く
ホ
ッ
と
し
た
と
い

う
か
。
感
情
を
押
し
殺
し
「
冷
静

で
い
な
く
て
は
」
と
い
う
緊
張
感
か

ら
解
き
放
さ
れ
た
せ
い
か
、
思
わ
ず

涙
が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

森　

先
生
も
泣
い
て
い
た
の
で
、
僕

た
ち
も
泣
け
て
き
ち
ゃ
っ
て
。

藤
井　

心
配
で
心
配
で
し
ょ
う
が
な

か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
今
で
も
、
2

人
の
無
事
な
顔
を
見
た
こ
と
を
思
い

出
す
と
、
涙
が
で
ま
す
よ
。
何
よ
り

で
し
た
。

名
門
復
活
を
経
て
、

新
生
・
岐
大
山
岳
部
へ
。

―
未
踏
峰
挑
戦
を
終
え
て
、

今
後
の
目
標
は
？

伊
藤　

と
に
か
く
成
功
し
て
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
登
頂
は
、

O
B
に
と
っ
て
も
山
岳
部
復
活
の
希

望
で
し
た
か
ら
。
で
も
、
本
当
に
厳

し
か
っ
た
。
も
う
一
回
登
れ
と
言
わ

れ
て
も
嫌
で
す
（
笑
）

森　

こ
れ
か
ら
も
山
登
り
を
続
け

た
い
、
と
思
え
る
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

伊
藤　

装
備
を
軽
量
化
し
て
短
期

間
で
登
山
す
る
「
ラ
イ
ト
＆
フ
ァ
ス

ト
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
登
山
は
以
前
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

的
な
側
面
も
色
濃
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
安
全
管
理
と
い
う
本

質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
本
質
を

し
っ
か
り
学
ん
で
受
け
継
ぎ
、
新
旧

の
価
値
観
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
新

し
い
風
を
山
岳
部
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
だ
け

で
な
く
、
自
然
と
い
う
大
き
な
視
野

で
活
動
の
幅
を
広
げ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

岐阜大学山岳部 未踏峰 Ziya Madin（ジヤ・マディン）峰 4112m 登頂

―時は1968年、昭和43年1月。
　大学紛争真っ盛りの時代であり、岐阜大学はキャンパスの
統合を目指して全学部こぞって激烈な議論を交わしている最
中。私が岐阜大学に赴任したのがちょうどこの頃。当時27歳
でした。その時、岐阜大学学長を勤めていらっしゃったのが
今西錦司先生でした。
　私が学長室を訪ねた際、『ああ、君のことは平吉さん（平吉
功教授）や平林さん（平林芳夫教授）から聞いてたで。あのな、
岐阜大学の山岳部は45年の歴史がある立派な山岳部なのやが
な、海外遠征はまだ 1度もやっとらん。君、やってみんか』。こ
れが岐阜大学遠征登山の始まりとなった一言でした。
　実力に応じた計画を作って持ってこいという指示を受け、当時
まだ日本人が誰も入っていなかったアフガニスタンのワハン回廊
に入り、そこからさらに支流のペギッシュ谷を詰め、氷河上部の
6,000m級の未踏峰に登る計画書を持って行きました。『これは良

岐阜大学の遠征登山を語るにあたって、
今西錦司元岐阜大学学長をおいて語ることはできません。
そこで、今回ミャンマー隊を率いた藤井洋名誉教授から、
在りし日の今西先生のお話を伺いました。

元岐阜大学学長

今西錦司先生に捧ぐ

い計画やな、わしも昔からワハン渓谷には注目しとったんや。よ
しこれでいこ。わしのできることは、なんでもやるで』というのが、
今西先生のお返事でした。普通、私のできることならなんでもや
るというのは、何もやらないというのとほとんど同義。しかし、今
西先生の『なんでもやるで』はそれとは違い、遠征のイロハを手
取り足取り教えていただけるというものでした。そして、平林芳
夫（当時教授）を隊長とし、鈴木延隆OBを登攀隊長とする遠征
隊を組織し、翌1969年夏、アフガニスタンに出発したのです。隊
員の誰も飛行機なんてものに乗ったことはありませんでした。
　遠征隊は1969年6月中旬に出発し、7月中旬ペギッシュゾ
ムおよびコーイ・ファルザンド2座の初登頂に成功しました。
今西先生はことのほか喜んでくださり、お世話になった岐阜
乗合自動車株式会社の竹田直会長とともに盛大な祝賀会を開
いてくださいました。
　今西先生には、先生が学長を退かれてからも、数多くの山
行きにご一緒させていただきました。しかし、90歳も近づい
てこられるとだんだん目が不自由になり、ご自身の研究や著
作の執筆が続けられなくなりました。それでも山に登ること
はやめられませんでした。細い枝を手に持って、『これはわ
しの触覚なんや』と言って、山を歩かれました。残雪のブン
ゲン山（伊吹山地に位置する射能山）に登ったときも、頂上
で大いに飲み、語り、歌い、そのため最後の雪の急傾斜を下る
ころには陽がとっぷりと暮れてしまいました。このときにも、

『わしには関係ない。どうせ下りは見えへん』と笑っておら
れました。その頃ご一緒させていただいた私達は、そこに不
屈のパイオニアの姿を見ていたのです。
　今西先生はその後まもなく1992年、多くの人に惜しまれな
がらこの世を去りました。御年90歳でした。
―それからちょうど20年。存亡の危機に陥っていた岐阜
大学山岳部の快挙“ミャンマー未踏峰ジヤ・マディン登頂”。
今は亡き今西先生ですが、きっとどこかの山のてっぺんで、杯を
片手にニコニコ笑って喜んでくださっているに違いありません。

岐阜大学名誉教授　藤井 洋
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台湾
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